
―奈良県版就学前教育プログラム―

―奈良県・奈良県教育委員会―



奈良県・奈良県教育委員会では、このたび、平成29年度に作成された「奈良県版就学前
教育プログラム」を基に、本県の教育課題を踏まえ、子どもの発達の姿とそれに応じた教
育課題の解決に向けた関わり方を示した改訂版プログラム「はばたくなら」を作成しまし
た。
奈良県の就学前の子どもたちを健やかに育てるために、どのように教育・保育を進める

のかを確認できるようにしています。また、家庭や小学校との連携の際の参考にもしてい
ただけるよう、子ども理解や遊びの中での子どもとの関わり方を中心にまとめています。

本県の就学前教育に関わる人々が本プログラムを奈良県の就学前教育の基本とし、日々
の教育・保育の参考にできるようにまとめています。子ども理解を深めるためのワーク
シートや日々の記録、研修の際の教材等として活用し、自身の実践を書き込んだり、部分
を取り上げたりして身近に置いて活用していただければ幸いです。

就学前教育に関わるすべての人々が、子どもたちが未来へ羽ばたく姿を共に描きながら、
子どもたちの今を語り合うために「はばたくなら」を活用いただくことを願っています。
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Ⅰ 奈良県版就学前教育プログラム作成の経緯

本県における就学前教育の充実に対する認識の前提には、学齢期における指標となる「全国
学力・学習状況調査」等において、意識に関わる「自尊感情」「規範意識」「学習意欲」等に
関連する項目の本県児童生徒の平均値は依然として全国平均に比べ低く、課題が見られること
があります。
これらの意識等の醸成を本県の子どもの教育課題と捉え、その解決のためには就学前からの

教育の充実が必要であると考えました。そこで、これらの意識などの醸成につながる、幼児期
における効果的な取組を検討し、本県の教育課題に即した「奈良県版就学前教育プログラム」
として整理しました。
このたび、平成29年3月に告示された「幼稚園教育要領」「幼保連携型認定こども園教育・

保育要領」「保育所保育指針」を踏まえ、さらに「自尊感情」「規範意識」「学習意欲」と
いった意識の醸成を支える取組を、子どもの発達段階に即して具体的に示した奈良県版就学前
教育プログラム「はばたくなら」を作成しました。
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奈良県の教育課題との関連について

幼稚園教育要領には、「一般に、幼児期は自分の生活を離れ

て知識や技能を一方的に教えられて身に付けていく時期ではな

く、生活の中で自分の興味や欲求に基づいた直接的・具体的な

体験を通して、この時期にふさわしい生活を営むために必要な

ことが培われる時期であることが知られている。」と示されて

います。この時期に何を経験し、どのような内容に取り組むか

は、発達段階やこれまでに経験してきたこと、地域性等を考慮

し、目の前の子どもに合わせて計画されるべきものです。

就学前教育・保育を行う場は、幼稚園、認定こども園、保育

所など多様化しています。その教育・保育の基となる要領・指

針は、「幼稚園教育要領」「幼保連携型認定こども園教育・保

育要領」「保育所保育指針」と施設によって異なっています。

また、前述の施設に在籍せず、就学前の期間を家庭で過ごす子

どももいます。

就学前の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な

ものです。そこで、県内のすべての子どもたちが、在籍する施

設等に関わらず、質の高い教育・保育が受けられるよう、共通

する指針として、平成２９年度に作成された「奈良県版就学前

教育プログラム」を基に子どもの発達段階やそれに応じた関わ

り方等をまとめ、「はばたくなら」を作成しました。

右表は、平成３０年度全国学力・学習状況調査の自

尊感情、規範意識、学習意欲に関連する項目の本県児

奈良県版就学前教育プログラム作成の経緯

童生徒の平均値をまとめたものです。依然として、本

県児童生徒の平均値は全国平均に比べ低く、課題が見

られます。

課題 自尊感情 規範意識 学習意欲

関連
項目

自分にはよいところ
がある

学校の決まり（規
則）を守っていま
すか

算数・数学の勉強
は好きですか

校種 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校

奈良県 82.6％ 75.4％ 86.5％ 93.8％ 60.2％ 49.9％

全国 84.0％ 78.8％ 89.5％ 95.1％ 64.0％ 53.9％

差 -1.4 -3.4 -3.0 -1.3 -3.8 -4.0

（平成30年度全国学力・学習状況調査結果から）

こうした本県の課題の解決に向け、幼児期から継続して取り

組むことができるよう、「自尊感情」「規範意識」 「学習意

欲」の向上の視点からプログラムを作成しています。特に、乳

児期からの発達の見通しを示すとともに、子ども一人一人が自

分のよさを認め、友達と関わりながら主体的に学習に取り組む

ことができる援助の方法等を示しています。

また、子どもの発達には、家庭との協力が不可欠であること

から、家庭と連携する際の参考となるよう、遊びの中での子ど

もとの関わり方や家庭での関わりのポイントなどを例示してい

ます。
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「奈良県版就学前教育プログラム」について

ハイスコープ就学前教育カリキュラムの共通する指導方法

－保育者は、子どもの主体的な活動、自主性の発達を支援す
るための足場づくり（環境づくり）をする存在－

①日々の遊びは、子どもが主体。子どもの興味・関心にした
がい、「計画→実行→評価→振り返り」のサイクルを取り入
れ、子どもの主体的な学びの能力を養っていく。

②日常の活動の中に、保育者主導、子ども主導、多人数グ
ループ活動、少人数グループ活動の時間を取り入れる。

③保育者による一方的な「教え込み」ではなく、保育者と子
どもを対等な関係として位置付けた相互交流が求められる。

④学習スペースとして、「家庭エリア」・「芸術エリア」・
「ブロック遊びエリア」・「小さなおもちゃエリア」・「コ
ンピュータエリア」・「読み書きエリア」を区分して用意し、
活動目標ごとに利用する。

⑤子どもの様子を的確に把握し、状況に応じた働きかけをす
るように努める。

⑥子どもに自らの行為の意味や価値を認識させるため、適切
に話しかけ、子どもの行為についてコメントする。

⑦子どもの発達により、もう一段階先に進めそうなときには、
適切なタイミングで新たな課題を提示する。（「教え込み」
ではなく「さりげなく」）

「自尊感情」の指導方法

①子どもの能力と発達レベルに合わせて、自助スキルの向上を促進する

②子どもが次の段階に進めそうなときは乗り越えられる次のレベルを提示する

③子どもの主体的な選択と実行をサポートする

④子どもの努力と成し遂げたことを認識させる

⑤子どもにリーダーになる機会を与える

「規範意識」の指導方法

①保育者自らが、道徳的な行動モデルとなる

②道徳的な問題をシンプルな結果と原因に結び付けて状況を説明する

③子どもに道徳的行動について気付かせる

④家庭と幼稚園（こども園・保育所）との間に一貫性をもたせるために、保護
者を巻き込む

「学習意欲」の指導方法

①できたことではなく努力に着目する

②子どもが新しいことに挑戦したときに肯定する

③子どもが不安なく活動するために、学習環境が安全であると知らせる

④保育者主導の活動時にも子どもの自主性を奨励する

⑤日常の時間において、計画を立てる時間をいつも設定する

⑥一日の活動全体を通して子どもが意図的に選択できる機会をつくる

⑦子どもの選択や決定に保育者が興味を示す

「奈良県版就学前教育プログラム」は、平成2７年度から奈良県と共同研究を行ってきた京都大学の研究チームが、アメリカ

のハイスコープ就学前教育カリキュラムの研究から取りまとめた概要より「自尊感情」「規範意識」「学習意欲」等の視点に

該当する指導方法を参考として作成しています。「はばたくなら」においても、この指導方法を踏まえ、特に大切にしたい援

助の在り方をまとめています。
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１「自尊感情」を育む援助

「はばたくなら ～奈良県版就学前教育プログラム～」における援助の重点

（１）子ども自らが考え選択したことを

認め、試したり行動したりする姿を

支える

（２）子どもの発達段階を見極め、次の

段階に進めそうなときは、少しがん

ばれば乗り越えられそうな課題を提

示する

（３）子どもが自分の力でがんばったこ

とと、その結果成し遂げたことを認

識できるようにする

ハイスコープ就学前教育カリキュラムの指導方法を踏まえ、本県の就学前教育において、特に大切にしたい援助の在り方を示
します。幼児期の教育・保育は、「環境」を通して行います。「環境」とは、何を与えるか、といった物質的、空間的なものだ
けでなく時間や社会的背景も含まれます。中でも最も重要な環境は、教員や保育士等の「保育者」であり、その援助の在り方を
考えることが教育・保育の質を高めることにつながります。
改訂版就学前教育プログラム「はばたくなら」においてもこの指導方法を踏まえ、特に大切にしたい援助の在り方をまとめて

います。

２「規範意識」を育む援助 ３「学習意欲」を育む援助

土を入れて
シャボン玉強
くするねん。

土を入れると割
れにくくなるん
じゃないかって
ことね。
先生もど
うなるか
知りたいな。

（１）保育者自らが、道徳的な行動モ

デルとなる

（２）道徳的な事象について、簡単な

結果とその原因を結びつけて状況

を説明する

（３）日常にある道徳的な行動を取り

上げ、子ども自身が意識できるよ

うにする

（１）「できた」という結果ではなく、
努力した過程に着目する

（２）活動の見通しをもたせ、やるべき

ことややりたいことを自分なりに

考え、計画できるようにする

（３）子どもが選択や決定ができる機会

を意図的につくり、その選択や決

定に保育者が興味を示す

スリッパがそ
ろっていると、
次の人が気持ち
いいね。
友達を大切にし
ているんだね。

自尊感情は「自己の能力への自信」、つま
り「やればできる」という自信です。
子どもが新しいことに挑戦するときや問題
解決に向かおうとするときが最も重要なタイ
ミングです。そのときに必要となるのが大人
の働きかけです。

基本的な道徳性の発達においては、原因と
結果を認識させることが極めて重要です。
例えば、「もし本のページを破り取ったら
（＝原因）、クラスの誰も本を読めなくなる
（＝結果）」という流れです。また、幼児期
には、行動の裏にある“意図”に気付けるか
どうかも重要です。

興味あることや自分の役に立つことは、自
ら学ぶ意欲につながります。意欲的になるに
つれて、子どもは自ら選択や決定を行い、思
いを強め、目的をもって計画を立てるように
なります。そのような活動を支える姿勢が大
切です。

－４－

一番上まで登れた
の。
昨日は届かなかっ
たのに、すごいわ。
ずっと練習がん
ばってたもんね。

先生、
登れたよ。



Ⅱ 子どもの発達と教育内容

本県の教育課題の解決に向けた就学前教育の取組を０～５歳という発達段階に応じて考えるた
め、平成２９年３月に告示された「幼稚園教育要領」「幼保連携型認定こども園教育・保育要
領」「保育所保育指針」を踏まえて、子どもの発達とそれに応じた保育の援助及び各年齢ごとの
教育内容を示しました。
教育を行う際には、子どもの発達を理解し、個に応じた関わりによって発達を促すとともに、

発達を見通すことも重要です。子どもが今見せる姿を受け止め、これから育ってほしい姿を描く、
「幼児理解力」が必要です。また、就学前教育の中で大切にしたいことは、教育を構成する、環
境、人やものとの関わり、教育内容、保育者の援助を総合的に考え、展開する「保育構想力」で
す。
これらの基になる子どもの発達や援助の方法について本章で示し、本県の教育課題解決に向け

た具体的実践をⅢ章で紹介します。
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乳幼児期の子どもは、保護者や特定の大人との親しい人間

関係を軸にして営まれる生活から、より広い世界に目を向け

始めます。そして、生活の場、他者との関係、興味や関心な

どが広がり、依存から自立に向け成長していきます。子ども

の特性に合わせ、子どもにとってふさわしい生活を考えてい

きましょう。

愛情 安心感

やってみよう

活動意欲

生活の広がり

自己主張

葛藤 ぶつかり

自己表出
自己抑制

大人に依存
していたい

興味、関心
好奇心
探究心

思考力の基礎

自分で
やりたい

不安感
緊張感
期待

運動機能の急速な発達

様々な環境への関わり

下図は、一人の子どもを中心に、周りで関わる人の相関イ

メージです。（平成２９年度就学前教育研究調査事業京都大

学報告のイメージ図から）

子どもの発育・発達は、子ども同士の関わりを主としなが

ら多くの人と関わることで促されます。

本プログラムでは、子どもの活動に対する見守り、援助と

しての保育者から子どもへの声かけを中心に、環境づくり、

子ども同士の関わりや家庭、地域での関わりも含めて、活動

の場面に応じて示しています。

子どもの発達と教育内容

環境

－6－

子ども保育者

他の保育者 他の子ども

保護者

子どもの発達 子どもとの関わり



0歳 １歳 ２歳 ３歳 4歳 ５歳

健やかに伸び伸びと育つ

・身体感覚が育ち、快適な環

境に心地よさを感じる

・伸び伸びと体を動かし、は

う、歩くなどの運動をしよう

とする

・食事、睡眠等の生活のリズ

ムの感覚が芽生える

身近な人と気持ちが通じ合
う

・安心できる関係の下で、身

近な人と共に過ごす喜びを感

じる

・体の動きや表情、発声等に

より、保育教諭等と気持ちを

通わせようとする

・身近な人と親しみ、関わり

を深め、愛情や信頼感が芽生

える

身近なものと関わり感性が
育つ

・身の回りのものに親しみ、
様々なものに興味や関心をも
つ
・見る、触れる、探索するな
ど、身近な環境に自分から関
わろうとする
・身体の諸感覚による認識が
豊かになり、表情や手足、体
の動き等で表現する

健 康

・明るく伸び伸びと生活し、自分から体を動かすことを
楽しむ
・自分の体を十分に動かし、様々な動きをしようとする
・健康、安全な生活に必要な習慣に気付き、自分でして
みようとする気持ちが育つ

・明るく伸び伸びと行動し、充実感を味わう
・自分の体を十分に動かし、進んで運動しようとする
・健康、安全な生活に必要な習慣や態度を身に付け、見通しを
もって行動する

人 間 関 係

・園・所での生活を楽しみ、身近な人と関わる心地よさ
を感じる
・周囲の友達等への興味・関心が高まり、関わりをもと
うとする
・園・所の生活の仕方に慣れ、きまりの大切さに気付く

・園・所の生活を楽しみ、自分の力で行動することの充実感を
味わう
・身近な人と親しみ、関わりを深め、工夫したり、協力したり
して一緒に活動する楽しさを味わい、愛情や信頼感をもつ
・社会生活における望ましい習慣や態度を身に付ける

環 境

・身近な環境に親しみ、触れ合う中で、様々なものに興
味や関心をもつ
・様々なものに関わる中で、発見を楽しんだり、考えた
りしようとする
・見る、聞く、触るなどの経験を通して、感覚の働きを
豊かにする

・身近な環境に親しみ、自然と触れ合う中で様々な事象に興味
や関心をもつ
・身近な環境に自分から関わり、発見を楽しんだり、考えたり
し、それを生活に取り入れようとする
・身近な事象を見たり、考えたり、扱ったりする中で、物の性
質や数量、文字などに対する感覚を豊かにする

言 葉

・言葉遊びや言葉で表現する楽しさを感じる

・人の言葉や話などを聞き、自分でも思ったことを伝え

ようとする

・絵本や物語等に親しむとともに、言葉のやり取りを通

して身近な人と気持ちを通わせる

・自分の気持ちを言葉で表現する楽しさを味わう
・人の言葉や話などをよく聞き、自分の経験したことや考えた
ことを話し、伝え合う喜びを味わう
・日常生活に必要な言葉が分かるようになるとともに、絵本や
物語などに親しみ、言葉に対する感覚を豊かにし、保育者や友
達と心を通わせる

表 現

・身体の諸感覚の経験を豊かにし、様々な感覚を味わう
・感じたことや考えたことなどを自分なりに表現しよう
とする
・生活や遊びの様々な体験を通して、イメージや感性が
豊かになる

・いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもつ

・感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ

・生活の中でイメージを豊かにし、様々な表現を楽しむ

教育の「３つの視点」と「５領域」

３つの視点 ５領域

幼保連携型認定こども園教育・保育要領及び保育所保育指針では、乳児期、１、２歳、３歳以上
の３つの発達の段階での教育・保育に関するねらいや内容が示されています。乳児期の子どもには
３つの視点が、１歳～３歳及び３歳以上の子どもには５つの領域からねらいが示されており、以下
はそれらをまとめたものです。3歳以上は幼稚園教育要領とも同じです。

－７－



・首がすわり、手足の動き、

座る、はうなどの運動能

力や聴覚視覚が発達し、

探索行動が活発になる。

・喃語で自分の欲求を表現

する。

・離乳食が始まる。

・一人歩きができるようになり、行動範

囲が広がる。

・指先の機能が発達する。

・友達と同じことをしたり、物を奪い合った

りして他の子どもとの関わりが増える。

・一語文を話す。

・自我が育ち、思い通りにならないと癇癪を

起こすなどの様子が見られる。

・想像して見立てて遊ぶようになる。

・基本的な生活習慣がある程度身に

付く。

・走る・跳ぶなどの基本的な動作が

一通りできるようになる。

・語彙が急激に増加し、「なぜ」

「どうして」と盛んに質問する。

・一人遊びを楽しむ。

・大人の行動や日常の経験を取り入

れ再現して遊ぶ。

・乳児が心地よい生活が

送れるように、愛情豊

かに行動や、欲求に応

える。

・安全が保障され、安心

して過ごせる環境をつ

くる。

・子どもの生活のリズムを整えながら、

自分でしようとする気持ちを受け止

める。

・温かいまなざしで見守り、支える。

・子どもの表情や言葉に対して、愛情

を込めて応える。

・基本的な生活習慣など、自分ででき

た喜びを味わえるようにする。

・子どもの様子を注意深く観察し、話

をしっかりと聞く。

・子どもがうまく言い表せない時は、

思いや感じたことを言語化する。

・友達と一緒にすることの楽しさや子

どもの思いに寄り添い共感する。

０歳 １歳 ２歳 ３歳

大人の行動をモデル

としながら、自分でし

ようとする気持ちを育

てましょう。

行動範囲を家庭から広げ、

地域の環境との関わりの中

で、様々な経験ができるよ

うにしましょう。

自分でしようとする気持
ちを大切にしながら、食事

や排泄の仕方を身に付けら

れるようにしましょう。

大人の笑顔と語りかけに安

心感を抱きます。子どもの表

情や仕草を、笑顔や言葉で優

しく受け止めましょう。

子どもの発達に合わせた援助

この時期
に必要な
援助

発達の姿

家庭での
関わりの
ポイント

－８－

子どもの発達する姿を通して、子どもに育みたい資質・能力が身に付くためにはど

のような援助が大切なのかを示しています。また、家庭と共に発達を支えられるよう、

家庭での関わりのポイントを合わせて示しています。



・基本的な運動能力が育つ。

・身近な自然環境に興味を示し、

積極的に関わる。

・自分の行動やその結果を予測し

て不安になるなどの葛藤も経験

する。

・自己を十分に発揮することや、

他者と協調して生活することを

学び始める。

・決まりの大切さに気付き、守ろ

うとするようになる。

・気の合う友達とイメージを共有

しながら想像して遊ぶ。

・生活に必要な行動を一人で行う。

・一日の生活の流れを見通すことができる。

・自ら活発に体を動かして遊ぶ。

・言葉による伝達や対話する能力が身に付

く。

・友達の考えを取り入れながら、自分なり

に考えたり納得のいく理由で物事を判断

したりする。

・集団での活動が高まる。（決まりを守る、

役割を果たす）

・社会生活に必要な力を身に付ける。

・友達と遊びの中で、共通のイメージをも

ち、試行錯誤しながら遊びを進める。

・全身運動がなめらかになり、

様々な運動に意欲的に挑戦する。

・自立心が高まる。

・自分から様々なことに興味や関

心を示し、意欲的に環境に関わ

る。

・自分の主張を通すだけでなく、

仲間と協調しようとする。

・思考力や認識力が高まり、自然

現象、社会現象、文字、数等へ

の興味や関心が深まる。

・知識や経験を生かし、創意工夫

を重ね、協同的な遊びを進める。

・子どもの努力を認め、自信や

自覚がもてるような言葉かけ

をする。

・集団としての充実感や満足感

が味わえるような言葉かけを

する。

・子どもが助けを求めてきたときは、

いつでも援助できるように見守る。

・子どもの努力を認め、自信がもて

るような言葉かけをする。

・イメージが実現できるような、幅

広い材料・素材を準備しておき、

必要に応じて提供する。

・子どもの遊びの過程を認め、自

信がもてるようにする。

・自分たちで進めたり解決したり

している様子を見守り、充実感

や満足感がもてるような言葉か

けや援助をする。

小
学
校
へ

４歳 ５歳 幼児期の終わり

様々な体験を通して社会性が高ま

ります。子どもの話に耳を傾け、

じっくりと聞きましょう。

子どもが夢中になっていることを

認め、家族も関心を示し、共有しま

しょう。

小学校での具体的な生活や様子を知り、

親子で就学への期待を膨らませましょう。

就学後の安心感と学ぶ意欲につながりま

す。

－９ －



本章では、本県の教育課題である「自尊感情」「規範意識」「学習意欲」の醸成に向けた教育・
保育実践を、発達の段階に沿ってまとめています。
「自尊感情」「規範意識」「学習意欲」などは、「非認知能力」「社会情緒的スキル」と呼ば

れる力です。測ることのできる「認知能力」とは異なり見えにくい力ですが、大切な「心の力」で
す。
こうした力を育てるため、就学前教育の基本である「遊び」の中で適切な援助を行う際の参考に

していただきたいと考えています。

Ⅲ 子どもの発達と遊びの姿
～環境の構成と幼児への関わりを深める～

－10－



～自尊感情（豊かな感性と表現等）～

「自尊感情」とは、「自分が好き」「自分を大切に思える気持ち」です。自尊感情が醸成されて
いることで、自分をきちんと評価し受け入れることができたり、自分の意見を言い、自己決定がで
きたりする姿につながります。
「幼稚園教育要領」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」「保育所保育指針」に示される

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」のうち、特に「自立心」や「豊かな感性と表現」などと
関連するものであり、それらの内容を踏まえた教育・保育実践をまとめています。

－11－



保育者の援助の下、素材の動きの変化や面白さを感じ取

り、「もう一回もう一回」と繰り返し遊ぼうとする気持ち

を受け止めていきます。

子どもの発達と遊びの姿 ～自尊感情（豊かな感性と表現等）～

0歳 １歳 ２歳

保育所等で、子どもたちは多くの「はじめて」を経験しま

す。その中での子どものつぶやきや行動の様子から、感じたこ

とややってみたいと思う気持ちを捉え、今後生まれる学びも想

定しながら、丁寧に関わることが大切です。

事例Ａ－１ 事例Ａ－２

「カブトムシ」だよ。

何してるのかな。

ビリビリ、楽しいね。
もう一回しようね。

ふわふわー。

動いてる。
もっともっと。

ビリビリ
ぐちゃぐちゃ
おもしろい。

ムシや！

－１２－

脚が見えた。



３歳 4歳 ５歳

事例Ａ－４ 事例Ａ－５事例Ａ－３

発達に応じた素材や場の提供によって、

遊びの中で子どもは力を発揮します。自

分自身の生活や経験を生かしながら遊ぶ

ことが、自己発揮につながります。

自分たちの姿をビデオ視聴し、よ

いところや課題を見付けることは、み

んなでよりよくしようとする意欲的な

態度を育てます。

遊びの見通しをもち、具体的にイ
メージすることで、目的をもった遊び
を展開していきます。課題に向けてど
のように取り組むか、自ら考える経験
が学習の場でも発揮されます。

Ａくんかっこ
いい。
Ｂくんもかっ
こいい。

ぼくの手が伸
びていない。
伸ばした方が
かっこいい。

もう一回
しようよ。

そうだね。
上手なところやもう少し練習した
方がよいところがあるね。
もっとかっこよくできそうかな。

なんか、
においが
するよ。

こんなの
できた。

ふわふわしていたのが、こねると
パン生地みたいになったね。
丸めてみる、のばしてみる。

型抜きしたら、
クッキーみたい
になるかな。

みんな
ばらばらだ。

うわぁ、ぶちゅ
ぶちゅや。もっ
と固いのつくら
なあかん。

ボールひっくり
返しても落ちな
いくらいの固さ
やねん。

パンケーキ
の上に乗せ
られたね。

どんな固さの
泡ならクリー
ムになるの？

－13 －



広告のちぎり紙遊びをした。保育者がビリビリビ

リっと破るのを見て嬉しそうに笑顔を見せていた。

保育者の「やってみようか。」の誘いかけにどうし

ていいか分からない子どもが多かった。

たくさんちぎった紙を保育者が「ふわふわー」と

言って舞わせると手足を動かして喜んでいた。

紙に興味を示すようになり、自分でも引っ張ったり

握ったりして触れていた。

保育者に「ふわふわ－」と紙を降らせてもらうこと

を喜び、もっとしてほしいという表情を見せていた。

事例Ａ－１

自尊感情（豊かな感性と表現等）

０歳児 「紙ちぎり 楽しいな」

○子どもの姿

・保育者の様子を見て、楽しく面白いものであると感じ

たようでもっとしてほしそうにしている。

・紙に次第に興味を示すようになり、引っぱったり握っ

たりして触れている。

○保育者の関わりの意図

・広告紙の感触や舞う動きを見て喜び、楽しいという思

いを共有していきたい。

・子どもの表情を読み取り、子どもが楽しい気持ちを全

身で表し、心を解放して遊べるようにしたい。

○この時期に大切にしておきたいこと

・様々な素材を用いて遊び、動きや感触の面白さを感じ

ながら、その子なりの遊び方で十分に楽しめるような時

間を確保することが大切である。

・楽しさなどの感情を全身で表現できるように、表情豊

かに言葉をかけるとともに、子どもの思いに共感するこ

とが、自己を発揮する姿につながる。

－14 －



保護者がカブトムシを持ってきてくれたので、飼育

ケースに入れ、子どもたちがいつでも見ることができ

るような場所に置いた。

カブトムシを見た子どもたちは、「ムシ」と指を差

し、飼育ケースをのぞき込んだ。保育者に抱っこして

もらい恐る恐る見たり、戸惑いを見せながらも、保育

者が手に持つカブトムシの背中にそっと触れたりする

子どももいた。

カブトムシに興味をもった子どもは、登所してくる

と、保育者と一緒にカブトムシの所へ行き、｢ムシさ

ん。」「ご飯食べてるね。」「登ってるね。」など保

育者とやりとりをしながら、カブトムシの様子を見、

カブトムシの背中に触れるなどして喜んだ。また、カ

ブトムシの手足の動きを真似る姿も見られた。「カブ

トムシみたいやなあ。」と保育者も一緒にカブトムシ

になって遊んだ。

事例Ａ－２

自尊感情（豊かな感性と表現等）

１歳児 「カブトムシにさわったよ」

○子どもの姿

・保育者と一緒にカブトムシを見たり、保育者が世話を

する様子を見たりする中で、カブトムシに興味をもった

子どもたちが数人いた。

○保育者の関わりの意図

・子どもが見たい時にいつでも見ることができるように

飼育ケースを低い場所に置いた。

・保育者がカブトムシの世話をしたり、親しんだりする

様子を子どもたちに見せることにより、子どもたちが興

味をもち、昆虫などを身近に感じるようになってほしい。

・見たことや感じたことを、自分なりに言葉や表情、態

度で表現してほしい。

○この時期に大切にしておきたいこと

・安全面に配慮しながら、初めての虫との出会いの場を

大切にしていく。

・保育者が子どものつぶやきや表情、態度などから子ど

もの要求や思いを丁寧に受け止め、共感したり、表現し

たりすることが、安心して自己を発揮することにつなが

り、初めての環境にも関わろうとする姿につながる。

－15 －



小麦粉粘土を、子どもの目の付く所に置いておく。

小麦粉粘土を見つけた子どもが、「これ何。」と興

味を示し、「ふわふわやなぁ。」「匂いする。」と保

育者に話したり、笑顔で感じたことを話したりしてい

る。

「団子に丸めてみようか。それとも伸ばしてみよう

か。」と誘いかけると、「パン屋」「クッキー屋」と

発想豊かに楽しんで作っている。

小麦粉粘土で楽しむ姿が見られたので、土曜参観で、

「小麦粉粘土で遊ぼう」と題して、親子で小麦粉粘土

に魔法の粉（食紅）を加え、小麦粉粘土をつくった。

色の変化に興味をもって、ハンバーグやミートボール、

お子様ランチに見立てて、親子で楽しむ姿が見られた。

後日、自発的な遊びの場で自由に小麦粉粘土が使え

るように、環境を整えた。

『からすのパンやさん』の絵本を読んだことにより、

お店遊びが始まった。様々な材料や用具を準備したこ

とで、小麦粉粘土で「アンパンマン作ろう。」「たけ

のこパンやで。」と興味をもって遊ぶ姿が見られた。

事例Ａ－３

自尊感情（豊かな感性と表現等）

３歳児 「小麦粉粘土で遊ぼう」

○子どもの姿

・入園当初から、粘土、ブロック、ままごとコーナー

で好きな遊びを見付けて遊んでいる。

・5月半ば、草花でペンダントや花束をつくったり、

サーキット遊びをしたりして、保育者と一緒に好きな

遊びを楽しんだことで、友達と話す姿が見られるよう

になる。

○保育者の関わりの意図

・小麦粉粘土で遊んだ経験を生かし、

ごっこ遊びにつながってほしい。

・素材の性質や色の変化を感じて

イメージを膨らませ、表現する楽

しさを味わってほしい。

○この時期に大切にしておきたいこと

・同じ遊びの場にいる友達に目を向けられるようになり、

一緒にいることや同じことをして遊ぶことを楽しむ（平行

遊び）時期である。

・乳幼児期には、楽しみながら手先を使う遊びが展開でき

るよう、素材や遊びの展開を工夫することが大切である。

・自分のしたい遊びを十分に楽しむことができるように、

表現しやすい素材を用いることも大切である。

－16 －



前日に撮ったダンスの練習の動画をみんなで見た。友

達の動きを見て、「腕が伸びていて、Ａくんかっこい

い。」「Ｂくんもかっこいい。」と認め合っていた。

「みんなの動きがばらばらだった。」と気付く声が

上がった。「どうしてだろう。」と問いかけると、

「曲をちゃんと聞いていないからだ。」という意見が

出た。保育者も「なるほど。ちゃんと曲を聞けばみん

な揃うかもしれないね。」と共感した。

自分の姿を見て気付いたことはあるか問いかけると、

「手を伸ばすところで、足も一緒にジャンプしてし

まった。」「パンチする時、自分の手が伸びていな

かった。」と気付いたことを出し合った。「あっ、僕

も。」「私も。」と新たな課題を見付けた。

「しっかり伸ばした方が絶対かっこいい。」と子ど

もから声が出た。「本当だね。その気付きは大事なこ

とだね。先生もそう思う。」と共感した。

「上手に踊れているところやもう少し練習した方が

よいところをたくさん見付けることができたね。」と

子どもに共感したことから、「もう１回踊る。」「次

は手を伸ばすぞ。」と意欲的に取り組む姿が見られた。

事例Ａ－４

自尊感情（豊かな感性と表現等）

４歳児 「みんなでかっこよくダンスをしよう」

○子どもの姿

・日頃からダンスや体操などを好む子どもが多く、体を動

かすことを楽しんでいる。

・２学期になり運動会の練習が始まり、意欲的に取り組む

姿がある。

○保育者の関わりの意図

・自分のよいところや、もう少し工夫したらよいところに

気付けるように、子どもがダンスを踊っている姿を動画で

撮り、視聴する機会をもつようにした。

・動画を見てみんなで楽しく振り返り、子どもの気付きを

取り上げることで、頑張ろうとする気持ちにつなげたい。

・自分たちのダンスを更によいものにしていくために、自

ら課題をもって取り組んでいこうとする意欲を育てたい。

○この時期に大切にしておきたいこと

・体を動かしてダンスをすることで、友達と一緒に表現す

る楽しさを味わう。

・友達のダンスする姿が刺激となり、自分も繰り返し試し

てみようとする気持ちにつながる。

・動画視聴から自ら課題を見付けることが意欲となる。ま

た、できた喜びを重ねる経験が大切である。
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毎日の泡遊びから、とろとろのクリーム状の泡ができた。

先日から友達とパンケーキづくりをして遊んでいたＡ児が、

パンケーキにのせるホイップクリームにしたいと言い出し

た。

「先生、つくった泡ね、ほら、クリームみたいになった

よ。これ、パンケーキにのせたらいいと思う。」

「ほんと。パンケーキ屋さんのクリームに使えそう。」

「やってみる。」と、A児は、絞り袋に泡を入れてみた。

「わあ、ぶちゅぶちゅ。あかんわ。もっと固い泡をつく

らないと。」

数日の雨の後やっと晴れ、泡遊びができる日になった。

「先生、今日はパンケーキにのせられる固さのクリーム
をつくるわ。固いのをつくらないと、またぶちゅぶちゅに
なるなあ。」

「どんな固さの泡なら、クリームになるの。」

「ボウルをひっくり返しても落ちないぐらいの固さやね

ん。」

しばらくすると、「先生できた。ほら。」絞り袋に入れ

て絞ると、泡がクリームのようになった。

「できた。できた。」

「ほんと、パンケーキの上にのせられたね。おいしそ

う。」と共感した。

事例Ａ－５

自尊感情（豊かな感性と表現等）

５歳児 「パンケーキのクリームをつくりたい」

○子どもの姿

・A児は、先日から、台紙やスポンジに自然物などを

飾ってパンケーキに見立てて遊んでいた。他児が泡遊び

でつくっていたクリーム状の泡を見て、パンケーキに使

いたいと言い出した。生活経験の中から出てくる発想を

生かし、様々なものに見立てて遊びを展開している。

○保育者の関わりの意図

・A児の思いに寄り添うことで、遊びへの意欲につなげ

ていきたい。

・子どもがもっている自分のイメージを具体化できるよ

うに言葉をかけることで、試行錯誤しながら実現できる

ようにしたい。

○この時期に大切にしておきたいこと

・子どもの気付きを新たな課題につなげ、考えたり工夫

したりして、遊びに取り組む。

・失敗してもあきらめず、やってみようとする態度を認

めることが大切である。また、どのようにしたいのか、

具体的なイメージをもつことで挑戦する意欲が増し、継

続して取り組む姿につながる。

・目的に向かって試行錯誤してきた過程を受け止め、幼

児が達成感を味わえるように認める。
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～規範意識（道徳性・規範意識の芽生え等）～

「規範意識」とは、決まりを守ればよいというものではありません。子ども自身が、集団生活
や遊びの中で様々な決まりがあることに気付き、決まりの必要性やその意味を子どもなりに理解
した上で、守ろうとする気持ちをもつことが大切です。
「幼稚園教育要領」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」「保育所保育指針」に示され

る「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」のうち、特に「道徳性・規範意識の芽生え」と関連
するものであり、その内容を踏まえた教育・保育実践をまとめています。
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子どもの発達と遊びの姿 ～規範意識（道徳性・規範意識の芽生え等）～

0歳 １歳 ２歳

事例Ｂ－１

大人との安定した関係を基盤に、
「楽しかった」「気持ちよかっ
た」という経験を重ねていくこと
で、待つということを自然に理解
るようになります。

事例Ｂ－２

身近な人の愛情を基盤に、遊びを通し

て、友達のもの、自分のものが分かり、

人との関わりや必要な言葉を覚えていき

ます。

Ａちゃんもする。

Bちゃんの次にする

から待っててね。

Ａちゃん、Ｂちゃんにも

ボールもってきてあげて

くれる。

Ｂちゃんにどうぞってわ

たしてあげて。

事例Ｂ－３

遊びの約束を言葉で知らせるよりも、
具体的に示すことで「交代」「待つ」
などの意味が分かり、友達と遊ぶ楽し
さにつながっていきます。

ぼくも
したいな。

どうぞ。

ここまできたら交代

ね。

友達が待っているよ。

行ってらっしゃい。

はあい、行っ
てきまあす。

よかったね。

ありがとうだね。 次はぼくだよ。
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３歳 4歳 ５歳

事例Ｂ－４

友達との関わりの中で、自分の思いを伝えたり、相手の
思いを知ったりします。経験の中で、何がいけなかったの
か、どのようにすればよいかを、順序立てて一緒に考える
ことで、自分で判断できるようになります。

事例Ｂ－５

結果だけを言うのではなく、何が原因だったかを友達と
一緒に考えることで、チームが力を合わせて、最後までが
んばろうという気持ちが育っていきます。

Ｂちゃんに
「うるさい」っ

て言われた。
Ａちゃんの声
うるさかった。

大きい声でびっくりしたん
だね。
でも言われたＢちゃんは悲
しかったみたい。
どう言ったらいいのかな。

みんながん

ばったよ。

一生懸命に
走ったのに
なあ。

うるさい！

もう一回
しよう。

ぼくもこけ
ちゃった。
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保育室で「えんやらももの木」のふれあい遊びをし

ていた。保育者の歌が聞こえると、別の場所で遊んで

いた子どもたちも集まってきた。

Ａ児は、友達が大きいバスタオルの上でハンモック

のようにして「えんやらももの木」の歌に合わせて揺

らしてもらっているのを見ていた。

「やりたいなあ。」という様子で、じわじわと前の

方に出てきたので、「Ａちゃんもしたいの。」「次し

ようね。待っててね。」と声をかけた。Ａ児はうなず

いてその場で待っていた。

Ａ児の順番になり、「Ａちゃんの番がきたよ。上手

に待てたね。」と声をかけると、自分からバスタオル

の上に寝て「えんやらももの木」の遊びを喜んでいた。

事例Ｂ－１

規範意識（道徳性・規範意識の芽生え等）

０歳児 「『えんやらももの木』やりたいな」

○子どもの姿

・子どもたちは、ふれあい遊びが好きで、保育者が歌を

歌い始めるとそばに寄ってきて、自分もしてほしいと要

求する。

・自分もしてほしい気持ちがあっても、自分から表出し

にくい子どももいる。

○保育者の関わりの意図

・「自分もしてほしい」「やりたい」という思いを表情

や態度で表し、「できて嬉しい」「楽しかった」という

経験を積み重ねられるようにしたい。

・したい気持ちを十分に受け止め、期待して待つことが

できるように声をかけた。

○この時期に大切にしておきたいこと

・子どもが｢自分もしたい」という気持ちを表情や態度

で表したタイミングを捉え、保育者が笑顔や言葉でその

思いを受け止め、共感することが安心感につながる。

・「したいことができた」「楽しかった」という経験を

積み重ねる中で、0歳児なりに「またしたい」｢次か

な」と期待しながら待つ姿を大切にする。待っていると

順番がくるということを経験を通して理解していくこと

が大切である。
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Ａ児を抱いてあやしているところへ、ボールを持っ

たＢ児が、保育者と一緒に遊ぼうと寄ってきた。

保育者とＢ児がボールをついたり、転がしたりして

遊んでいるのを、Ａ児がじっと見ていた。

Ｂ児と遊びながら、「ボール、ぽーいやなあ。」と

Ａ児にも声をかけた。それまで泣いていたＡ児だった

が、声かけに足をつんつん動かして喜ぶ姿も見られた。

Ｂ児に「Ａちゃんのボールも持ってきてあげて。」

と声をかけた。

Ｂ児がボールを持ってきたので、「Ａちゃんに『ど

うぞ』って渡してあげて。」と言うと、Ｂ児はボール

をＡ児に渡した。Ａ児はボールを受け取り、保育者の

膝から降りてボールで遊び始めた。

事例Ｂ－２

規範意識（道徳性・規範意識の芽生え等）

０歳児 「おもちゃをどうぞ」

○子どもの姿

・Ａ児は、保育者に抱っこしてもらいたい、そばにいて

ほしいという、甘えの要求が強いところがある。少しの

間、保育者に抱かれて甘えたい気持ちが満たされると遊

びに向かうことができる。

・Ｂ児は、友達に玩具を渡したり、名前を呼ぼうとした

りするなど友達に積極的に関わろうとする姿が見られる

ようになってきた。

○保育者の関わりの意図

・Ａ児が保育者と友達の遊ぶ様子をじっと見ていたので、

同じ玩具を渡してもらうことで、遊び始めるきっかけに

なればと考えた。

・B児には、更に友達との関わりを増やす機会にと声を

かけた。

○この時期に大切にしておきたいこと

・一人一人の子どもの甘えや要求に応えたり、気持ちを

受け止めたりしながら、安定した生活を送れるようにす

る。

・保育者に見守られながら、好きなもので遊んだり、保

育者や友達と一緒に遊んだりすることが楽しいと感じら

れるような環境づくりや声かけをするなど、保育者の援

助が大切になってくる。
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園庭で、車や三輪車に乗ることを楽しんでいる。白

線で道を描くとその上を走り、遊ぶ姿が見られた。車

に乗りたくて、順番を待っている子どもが「替わっ

て。」と言うが、Ａ児の耳には届かない。

保育者も一緒に声をかけ、聞こえてはいるものの、

なかなか交代することができない。

そこで、道の上に一本のラインを引き、「ここまで

来れたら交代ね。」と伝えた。すると、Ａ児はそこま

で車を走らせ、交代することができた。

ラインの横に円を描き、交代してほしいときは円の

中で順番を待つことを知らせた。

「もうすぐ順番がくる」「次は自分の番」という見

通しをもつことで、順番を待

つことができ、繰り返し楽し

む姿が見られた。

事例Ｂ－３

規範意識（道徳性・規範意識の芽生え等）

２歳児 「バンバンカー遊び」

○子どもの姿

・Ａ児は、他の遊びの中でも、なかなか交代できないと

いう姿があった。

・この時期、順番が分かり待つことができる子どももい

るが、「順番」「かわりばんこ」の理解については、発

達や生活経験の差により個人差が大きい。

○保育者の関わりの意図

・Ａ児は、声かけだけでは聞き入れにくかったので、ラ

インを引くことで、交代場所を視覚的に理解できるよう

にした。待つ場所も円を描いて知らせ、「次は、～ちゃ

んの番。」「その次はＡちゃんの番だよ、もうすぐだ

ね。」と言いながら一緒に待ち、順番を待てばまた乗れ

ることを伝えた。

○この時期に大切にしておきたいこと

・友達の存在に気付き、友達と一緒に遊ぶことを楽しむ

時期であることから、必要に応じて順番や約束ごとなど

を守る経験を積み重ねることが大切である。

・一方的にルールとして押しつけるのではなく、楽しむ

ことと合わせて主体的に身に付けることが、その後の思

いやりなどにもつながる。
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保育室でブロック遊びをしながら、Ａ児がＢ児に話

しかけた。Ａ児は、「うるさい。」とＢ児に言われて

しまう。

Ａ児が保育者に「Ｂちゃんに『うるさい』って言わ

れた。」と訴えた。

保育者は、「少しＡちゃんの声が大きかったのかな。

でも、突然『うるさい』って言われて嫌な気持ちに

なったんだね。」と、Ａ児の気持ちを受け止めた。

Ｂ児には、「Ｂちゃん、Ａちゃんの声うるさかった

かな。」と尋ねると、「うん、うるさかった。」と答

えが返ってきた。

保育者はＢ児の気持ちを受け止めながら、「そうな

んだ。大きな声でびっくりしたんだね。でもね、Ａ

ちゃんは『うるさい』って言われて悲しかったみた

い。」とＡ児の思いを伝えた。

二人に「どう言ったらいいかな。」と尋ねると、Ｂ

児は「Ａちゃん、声大きかったよ。」と自然に言葉が

出てきた。Ａ児は｢声大きくしてごめんね。」とすぐに

返した。

数日後、同じようなことがあったが、Ｂ児は「声、

大きいよ。」と言うことができた。

事例Ｂ－４

規範意識（道徳性・規範意識の芽生え等）

３歳児 「友達とのやりとりの中で」

○子どもの姿

・日頃、二人は仲が良く、いつも一緒に遊んだり、行動

したりしている。

・この時期は、仲良しの友達ができ始める。友達との関

わりが多くなり、言葉も発達してくるが、けんかなども

見られる時期となる。

○保育者の関わりの意図

・二人は日頃の関わりが多く、このような場面がこれか

らもあると考えられるので、相手の気持ちに気付くこと

や、相手に伝わる話し方などを身に付ける機会にしてい

きたいと考えた。

○この時期に大切にしておきたいこと

・友達との関わりの中で、自分の思いを伝えたり、相手

の思いに気付いたりできるような保育者の関わりが大切

である。

・保育者がしっかりと子どもの気持ちを受け止め共感し、

何がいけなかったのか、どう

すればよいのかを順序立てて

一緒に考えていくことで、自

分で判断できるようになって

いく。
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継続して学級で取り組んでいるリレー遊び。この日

は欠席者があり、一人足りない。

「僕が2回走る。」「私も走りたい。」「この前のリ

レーで負けたから今日は絶対勝ちたい。」と子どもた

ち。

「どうやったら勝てるかなあ。」と投げかけた。

「バトンを落とさないようにしよう。」

「Ａくん走るの速いから、Ａくんが2回走ったらい

い。」という意見が出た。

「Ａくん走ってくれる。」と友達が言うと、Ａ児は、

「走る。」と嬉しそうな表情で答えた。

Ａ児は2回走ったが、チームは負けてしまった。

「また負けたわ、ぼくが遅かったから。」とＡ児は

しょんぼりとした表情をしていた。他の子どもたちの

思いはどうだろうかと、様子をうかがった。

そこで、「ちょっとの差だったよ。おしかった

ね。」と伝えると、「僕こけたから。」「僕もバトン

落としてしまった。」と、自分の姿を振り返っていた。

Ｂ児が「もう一回しよう。」と提案すると、周りか

ら「悔しいからもう一回しよう。」「今度はもっと速

く走るわ。」「Ａ君もう一回走って。」と声が上がり、

Ａ児は「次がんばるよ。」とリレー遊びが再開した。

事例Ｂ－５

規範意識（道徳性・規範意識の芽生え等）

５歳児 「もう一回しよう」

○子どもの姿

・Ａ児は走るのが速く、走ることに自信をもっており、

積極的にリレー遊びに参加している。

・走る順番を決めるとき、Ａ児のチームが一人足らず、

誰かが2回走らなければならなかったが、走りたい子ど

もが何人かいて、誰が走るかがなかなか決まらない様子

だった。

○保育者の関わりの意図

・勝つためにはどうすればよいかを自分たちで考えてほ

しいと思い、ヒントになるような声かけだけをして、子

どもたちに任せて見守ることにした。

・リレーが終わった後、自分たちの失敗を口々に言った

ので、全員が一生懸命頑張ったことを認め、次の活動の

意欲に繋がるような声をかけた。

○この時期に大切にしておきたいこと

・自分の力を精一杯出し、最後まであきらめない気持ち

を大切にしたい。

・自分の思いを話し、友達の思いも聞きながら、力を合

わせて活動をする楽しさや、やり遂げた時の達成感を味

わってほしい。

・幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の、自立心や健

康な心と体、協同性などの姿にもつながっていく。
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～学習意欲（思考力の芽生え等）～

「学習意欲」とは、学ぼうとする姿勢です。「やってみたい」「もっとがんばろう」など、遊
びの中でも見られる姿です。
「小学校入学前の生活に関する振り返り調査」（2016年7月、ベネッセ）において、「遊び

などの中で、何かができて達成感を味わう」「絵本などを読んで喜んだり、悲しんだりする」を
始めとして、小学校入学前に「感情を伴う経験」が多くあった子どもは、これらの経験が少ない
子どもに比べて、小学１年生の時に学習意欲、学習の主体性、自己肯定感をもっている割合が高
いことが分かりました。
遊びの中で、有意義な経験に導いていくのが保育者の援助です。
「幼稚園教育要領」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」「保育所保育指針」に示され

る「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」のうち、特に「思考力の芽生え」と関連するもので
あり、その内容を踏まえた教育・保育実践を示しています。
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子どもの発達と遊びの姿 ～学習意欲（思考力の芽生え等）～

0歳 １歳 ２歳

事例Ｃ－１

友達のしていることに興味をもち、保育者の優しい言葉

かけや援助で、自信をもち、繰り返し試してみようとする

意欲が生まれます。達成感がもてるように、与えるものや

順番、声かけなどを工夫することが大切です。

事例Ｃ－２

友達の様子に刺激を受けながら、自分の活動を少しずつ

広げることで、子どもたちの遊びは広がります。興味や発

達段階に合わせて、無理なく自己を発揮できる場面をつく

りましょう。

ちょっと
こわいな。

おしりずりずりって、

進むんだって。

やった、登れたね。

今度は滑ってみる。

ぼくも滑
りたい。

なかなか入
らない。

一緒にしてみたら

入ったね。一人で

やってみようか。
こっちに入れ

てみたらどう

かな。
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３歳 4歳 ５歳

事例Ｃ－４

遊びへの目的をもち、考えたり試し
たりしながら最後までやろうとする気
持ちが継続するように、子ども一人一
人の発達や願いに応じて援助すること
が大切です。

お財布作りた
いのにお金が
こぼれちゃう。

二つ折りだけではこ
ぼれちゃうんだね。
紙をくっつければい
いかもね。どうすれ
ばくっつくかな。

できた。
セロハンテー
プで付けたよ。
これでお金が
入る。

事例Ｃ－３

「○○遊び」と名前の付くような活
動でなくても、子どもにとっては大切
な経験であり、重要な遊びです。存分
に環境に関わる時間を保障することが
大切です。

事例Ｃ－５

これまでの遊びの積み重ねの上で、
更に遊びの中で試行錯誤するようにな
ります。これまでの経験をうまく利用
しながら新しい方法を考える手助けを
しましょう。

水は流れたかな。

そうや、下に台
を置いて高くし
てみようよ。

うまく流れない。

なるほど、高さか。
いいことを考えたね。
先生もどうなるか、見
てみたい。

楽しそうだね。
いろんな音が
するね。 見て見て。

ころころ転が
るよ。

わあ。大きな音が
出る。いっぱい転
がっていくよ。

次はコースを曲げて
みよう！
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ペットボトルのふた落としの玩具で遊んでいる。

Ａ児も一緒にするが、指先にうまく力が入らず、ふ

たが缶に入らない。

「難しいね。こうやってぎゅって押してごらん。」

と、手を添えて一緒にやって見せる。保育者に手伝っ

てもらって、ふたが入り「できた。」という嬉しそう

な表情で、保育者を見る。

「やったあ、できたね。」と一緒に喜ぶと、A児は

今度は、自分だけでしようとするが、なかなか入らな

い。

A児は、他の友達の様子を見て、いろいろな缶にふ

たを入れようとする。

最初使っていた缶を持ってきて、「もう一回、これ

でやってみようか。」とA児を誘い、保育者が手伝い

ながらやっていたが、やっと自分だけでふたを缶に入

れることができた。

それがきっかけで、繰り返し

遊びを楽しむことができた。

事例Ｃ－１

学習意欲（思考力の芽生え等）

０歳児 「ポットン落としたい」

○子どもの姿

・友達が、缶の中にペットボトルのふたを落として遊ん

でいるのを見て同じように遊び始めた。

○保育者の関わりの意図

・できたことを認め、一緒に喜ぶことで、もっとやって

みようという気持ちをもてるようにしたい。

・なかなかふたが入らないが、保育者と一緒にすること

で方法が分かり、自信をもって、繰り返し遊べるように

したい。

○この時期に大切にしておきたいこと

・保育者との受容的・応答的な関わりのもとで、思いや

欲求を伝えようとするようになる。

・指先を使って、つまんだり、つかんだりする遊びをす

る中で、手指の発達が見られる。できるようになること

で、指先を使う他の玩具も挑戦し、遊びを楽しむように

なっていく。

・できた喜びを保育者と共感し合うことが次への意欲に

つながる。
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子どもたちが保育室にある乳児用滑り台で遊んでい

る。A児は、友達が一人で滑り台の上まで登り、おし

りで滑っていく様子を見ていた。

しばらくして、滑り台の階段を下からゆっくり登っ

ていくA児。あともう一段というところで躊躇し、進

んでは戻ることを繰り返している。

「Aちゃん、ここまでおいで。」と、滑り台のとこ

ろから呼ぶと嬉しそうに笑うが、やはり頂上までは登

れずにいる。

A児の身体の動きに合わせ、保育者が「よいしょ。

よいしょ。」「上手だよ。」と声をかけていくと、笑

顔を見せ、ついに頂上まで登ることができた。

保育者が近くに寄り添いながら「登れたね、うれし

いね。」と話しかけたが、今度は降りる不安があるの

か表情が硬い。A児の体を支えながら「おしりズリズ

リしようか。」と降り方を知らせると、下まで降りる

ことができた。 「やってみたい」が「できた」に変わ

り、A児は満足そうな表情だった。

コツをつかんだA児は、その後、保育者に見守られ

ながら、繰り返し登り降りを楽しんでいた。

事例Ｃ－２

学習意欲（思考力の芽生え等）

０歳児 「登れるかな降りられるかな」

○子どもの姿

・A児は、友達の様子を見て

「自分もやってみたい」とい

う思いを抱いていた。

・自分の手足、体をどう動か

せば上手くできるのか、分か

らない状態であった。

○保育者の関わりの意図

・少し怖いと思いながらも、ほめられたり促してもらっ

たりしながら、A児の「やりたい気持ち」が維持できる

ようにしたい。

・保育者に見守られながら挑戦して、登り降りの感覚を

つかめるようにしたい。

○この時期に大切にしておきたいこと

・０歳児の運動機能の発達は十分ではなく、これから

様々な体験を通して成長していく。

・子どもは、「やってみたい」という思いで、自分の手

足、体をどう動かせばよいのか、試したり考えたりする。

・保育者が子どもの気持ちを受け止め、「できた」とい

う達成感を味わえるような援助を積み重ねることで、更

なるステップへの意欲につながる。
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事例Ｃ－４

学習意欲（思考力の芽生え等）

４歳児 「自分でできた」

○子どもの姿

・友達が紙に絵をかいてハサミで切って遊んでいた姿を

見て、A児も製作遊びに興味をもち始めていたところで

あった。しかし、自分のつくりたい物をどのように形に

すればよいのかが分からず戸惑う姿があった。

・友達に聞いて教えてもらうことも恥ずかしそうにして

いた。

○保育者の関わりの意図

・友達に聞いたり教えてもらったりして、子ども同士の

関わりの中で何か発想が生まれればよいと思い、友達と

関わるように声をかけた。

・子どもの様子を見ながら少しヒントになる言葉を出し、

試したり工夫したりすることで、方法を自分で見つけ達

成感を味わったり、つくる楽しさを知ったりできるよう

にした。

○この時期に大切にしておきたいこと

・遊びの中で友達のしていることを真似たり、一緒に会

話を楽しんだりしながら友達との関わりをもつことがで

きるようにする。

・「○○したい」という意欲を大切にしながら自分で試

したり工夫したりする経験を積み重ね、充実感や達成感

を味わい自信につなげるようにする。

・保育者は一人一人の思いやイメージを十分受け止め、

周りの友達と共有して楽しめるよう仲立ちをする。

２、3日前から数名の子どもがカップに花はじきを入

れて机の上に並べ、かき氷やさんごっこが始まった。

周りの友達（お客さん役）が紙やマジック、はさみ

等を使って財布をつくっているのを見て、Ａ児もつく

りたいという気持ちをもち、つくり始めるが、どのよ

うにすればよいのかが分からず保育者に聞きに来た。

初めは「友達につくり方を聞いてみようか。」と声

をかけるが、自分でつくりたい様子であった。

「中にお金を入れるなら袋にしなければいけないね。

紙を半分に折ってみたらどうかな。」とＡ児に伝える。

半分に折った紙の間に手作りのお金を入れるがこぼ

れてしまい、何度か試している。

保育者が「紙をくっつければ袋になってこぼれない

かもね。どうしたらくっつくかな。」と声をかけてみ

た。少し考えて、セロハンテープでとめることを思い

つき早速試す。

うまく袋になると「できた。これでお金入る。」

「絵をかいたら○○のって分かるんちゃう。」と嬉し

そうに絵をかき始めた。
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５月下旬、砂場で水を溜めて水たまりにしたり、魚や

星の型抜きを浮かべて海をつくったりして遊ぶ様子が

あった。

６月上旬、樋（とい）や台となるものを準備しておい

た。A児は、やかんに水を入れて砂場まで運んでいたが、

水道の蛇口から砂場まで、樋を繋げて水を流すことと思

いついた。しかし、樋が下を向いたり、地面と平行に設

置されていたりするため、水が思うように流れない。ど

うすれば水が流れるか子どもに尋ねると、「樋が下を向

いてるからだめだ。」「樋の下に何か置けばいい。」

「斜めに樋を傾けてみる。」と子どもなりに考えたこと

を試す。

Ａ児とB児は、遊びが続くにつれて、樋と樋を洗濯バ

サミで固定し、長くしたり、ビールケースで高低差をつ

けたりして水流しを楽しむようになった。

「なるほど、高さか。いいことを考えたね。」と子ど

もたちの考えを認めた。

また、Ｂ児が樋をＵ字型につなげて水を流そうとする

と、周りにいた子どもが興味を示し、「こうしたら。」

と意見を出し合い、一緒に実現しようと試行錯誤する様

子が見られた。「みんなで考えたの。すごいね。工夫し

てつくったんだね。」と声をかけると、みんな満足そう

な表情を見せた。

事例Ｃ－５

学習意欲（思考力の芽生え等）

５歳児 「樋（とい）つなぎ」

○子どもの姿

・Ａ児は、今まであまり遊びが継続しない様子だった。

・砂場で遊ぶようになると、自ら考えたことを試す姿が

増え、自分の思いを実現できたことや、保育者や周りの

友達に認めてもらったことが喜びとなり、継続して遊び

を楽しむ様子が見られた。

○保育者の関わりの意図

・思うように水が流れないのはなぜかを、試行錯誤しな

がら考えられるようにしたい。

・A児が気付いたことを周りの子どもに知らせたことが、

友達と一緒に遊びを進めていくきっかけになった。

・考えたことや発見したことを保育者が認め、他児に発

信することで、遊びが共有され、深まってほしい。

○この時期に大切にしておきたいこと

・遊びの中の成功体験を積み重ねることで、子どもの自

信につながり、新たな遊びのアイデアやひらめきが生ま

れ、更なる意欲につながるのではないか。

・個々の遊びを充実すると共に、友達の遊びへの興味や

関心を広げることで、協同した遊びへとつながっていく。
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幼児期の遊びは、身近な環境に関わり、子ど

もの興味・関心を生かしながら発展していきま

す。楽しみながら学びを追究する子どもの姿は、

何日も続いたり、時には一定期間をおいた後、

盛り上がることもあります。

6月頃、5歳児が砂場で樋（とい）を使って水

を流す遊びは、多くの園・所でよく見られる光

景です。高低差を付けて流したり転がしたりす

る遊びは、3歳児の頃、どんぐりを転がして遊ん

だ経験などから発展していきます。

コラム

－34－

この園では、6月に砂場で経験した遊びが、秋

にはビー玉転がし装置に発展しました。つなぎ

方や壁の高さ、支柱の立て方などを少しずつ試

しながら工夫しています。

幼児期の遊びの意味 ～５歳児の遊びから～

ここでは、子どもが夢中になる遊びの中に見える学

びを、事例を通して見てみましょう。



すべてを与えるのではなく、「こんなものがある

とここに使えるんだけど･･･。」などの意見を引き

出しながら、何日も取り組みました。

子どもの努力と工夫の詰まったビー玉転がし装置

は、園内作品展で展示されました。

作品展後、5歳児の作品に憧れ、影響を受けた

4歳児が、保育室でどんぐり転がしをつくり始め

ました。

このように、就学前教育施設での遊びは、互

いに影響し合い、学びが深まっていきます。
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Ⅳ 研修の展開例及び研修資料 ～実践から評価・改善へ～

よりよい教育・保育を展開するためには、保育者自身が教育・保育を振り返ったり、幼児理解を深め

たりする機会をもつことが大切です。そのための園・所内研修の方法や平成２９年度の「奈良県版就学

前教育プログラム」に収録した実践事例を基に作成した研修資料を本章にまとめました。

各園所における研修の充実や、質の高い教育・保育実践に役立てていただきたいと考えています。
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本資料は、平成29年度「奈良県版就学前教育プログラム」モデル園・所における実践事例を、園・所及

び市町村等の研修で活用できる「研修資料」として編成しました。

場面を思い描いたり、類似した事例を出し合ったりしながら、幼児理解を深め、保育構想力を高めましょ

う。

就学前教育に係る研修資料 ～実践事例から深める～

チームとしての人間関係が強いほど、教職員間で共通の目的をもっています。それが、同僚性やチーム

ワークを生み、悩みを相談したり助け合ったりする園・所の雰囲気につながります。

・教職員間のコミュニケーションの充実

・園・所の目標や保育内容、研究主題などの共有

・自ら考え、行動する教職員集団づくり

これらの実現に向け、ワークショップ型の研修を取

り入れてみてはいかがでしょうか。

ワークショップ型の園・所内研修（例）

＜ワークショップで大切にしたいこと＞

・自分が感じていることを素直に話す。

・相手の話に対する評価、否定、批判は

避け、共感的に聞く。

・同じ目線で一緒に悩み考える。

・偏見をもったり、ここでの話を他人に

話したりしない。

・各教職員の思いや考えを十分に出し合い、互いのこ

とをよく知り、安心して話すことのできる関係性を

つくりましょう。

・議論ではなく、対話を心がけましょう。

・「ワークショップで大切にしたいこと」を伝えま

しょう。

（１回目）関係性を深める

奈良県立教育研究所就学前教育センターリーフレッ
ト「はぐくむなら 園内研修編」より

－38－

Ⅳ 研修の展開例及び研修資料 ～実践から評価・改善へ～



テーマに対する一人一人の考えを発言し、教職員同士の理解を深め、目的を共有し、課題解決への
意識を高めましょう。

１ 目的の共有、ルールの確認
・今回のワークショップの目的を説明する。
・「ワークショップで大切にしたいこと」を伝える。

２ テーマについて現状を共有する

３ テーマについて「ありたい姿」を話し合う
・テーマについて、どうありたいのかを出し合う。
・理想や期待、実現が難しそうなことでもよい。

５ 全体で話し合ったことを共有する
・複数のグループがある場合は、全体の場で発表する。

４ 話し合ったポイントをまとめる
・ありたい姿に近づくために、重要だと思うポイントをグループでまとめる。

＜進行役のポイント＞
・「ワークショップで大切に
したいこと」は、毎回伝えま
しょう。
・発言していない人がいれば
話すよう促してみましょう。
・話しやすい雰囲気をつくり
ましょう。

（２回目以降）課題解決への意欲を高める

６ これからできることを書く
・学んだこと、テーマについて今後、自分ができることを書く。
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研修資料及び展開例

１ 場面を思い描き、その中に見られる「幼児期の終わ
りまでに育ってほしい姿」とその具体の様子を出し
合ってみましょう。

２ 子どものやってみたい思いや考えを受け止め、それ
が実現できるようにするには、保育者はどのように援
助したり環境を準備したりすればよいでしょうか。

健康な心と体 自立心 協同性
道徳性・規範意識
の芽生え

社会生活との
関わり

思考力の芽生え
自然との関わり
・生命尊重

数量・や図形、標識
や文字などへの関
心・感覚

言葉による伝え合い
豊かな感性絵ほしい

と表現

【Ｃ３】 ドングリのコマをまわす

子ども

ドングリのコマをうまく回せない

保育者（教員）のサポート

「Ａくん、うまく回しているよ」一緒にＡ
児の様子を見る

「Ａくん、なんでそんなに回るん？」
友達の様子を見る

コマをうまく回したい

自分の考えを言うことにより、実現
できる体験ができ、次への意欲につ
ながった

内容
ドングリのコマを回して遊んでいる。最初、うまく回せずに戸惑っている

環境設定
保育室 ドングリのコマ 絵の具 筆

真似をしながら、繰り返し回して遊
ぶ、徐々に上手に回せるようになっ
てくる

○子どもの意見を受けとめ、それが実現できる体験を繰り返し経験できるよう
にするには、保育者はどのような環境を準備すればよいのでしょうか
○この子どもは、今後困難にぶつかった時にどんな対応をするでしょうか

考えてみましょう

子どもの喜びに共感する

子どもの意見を受け入れながら活
動を展開する

★こんな場面がありましたか？その時あなたはどうしましたか？まず思い出しましょう

４歳児

一緒に見守り、応援する

「僕のコマって分かるように色を塗り
たい」

子どもと一緒に絵の具の準備をする

健康な心と体 自立心 協同性
道徳性・規範

意識の芽生え

社会生活との

関わり

思考力の

芽生え

自然との関わ

り・生命尊重

数量・図形、文字等

への関心・感覚

言葉による

伝え合い

豊かな感性と

表現

○ ○ ○ ◎ ○
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【研修資料１】



【研修資料２】
１ 3歳児や4歳児の保育では、どのような関わり方がで
きるでしょうか。

２ この体験から、どのような遊びにつなげていけるで
しょうか。発展させた遊びをイメージして、アイデア
を出し合ってみましょう。

内容
園外の公園や施設へ出かけて遊んだり学んだりする。

【Ｅ４】 公共施設へ出かける

子ども 保育者（教員）のサポート

保育者が手本となってあいさつを心
がけ、子どものあいさつの行動を引
き出す

様々な人が利用するため、公共交
通機関、施設を使う際の約束事を守
り、あいさつやマナーにも気を付け
る

5歳児

園外での約束事や交通手段など、
事前に子どもに問いかけながら認
識させる機会をつくる

人との様々な関わり方に接すること
ができるようになり、社会のルール
やマナーを学ぶ

公共の場を利用した後はみんなで
ゴミ拾いをし、場をきれいにしてから
帰ることを意識させる

考えてみましょう

環境設定
公園・施設

園外でのルールやマナーを自分か
ら答えられるような声かけ

施設の人にあいさつをする

○自分ならどう関わりますか
○３歳児や４歳児ならどう関わりますか
○体験から遊びの発展を想像してみましょう

★こんな場面がありましたか？その時あなたはどうしましたか？まず思い出しましょう

健康な心と体 自立心 協同性
道徳性・規範

意識の芽生え

社会生活との

関わり

思考力の

芽生え

自然との関わ

り・生命尊重

数量・図形、文字等

への関心・感覚

言葉による

伝え合い

豊かな感性と

表現

○ ○ ◎ ○

－41－



【研修資料３】 １ 場面を思い描き、その中に見られる「幼児期の終わ
りまでに育ってほしい姿」とその具体の様子を出し
合ってみましょう。

健康な心と体 自立心 協同性
道徳性・規範意識
の芽生え

社会生活との
関わり

思考力の芽生え
自然との関わり
・生命尊重

数量・や図形、標識
や文字などへの関
心・感覚

言葉による伝え合い 豊かな感性と表現

２ この事例の「振り返り」をどのように進めるとよい
でしょう。上記の姿のうち、何に焦点を当てるか、ど
のように展開するかなど、その意図も含めて考えま
しょう。

３ 子どもと保育者が「わくわくする」場面から、保育
を振り返り、「保育わくワークシート」に記入してみ
ましょう。また、それをもとに「保育ほっとホット
トーク」をしてみましょう。

※保育わくワークシートは、Ｐ４５からを参照

【Ｃ６】 水と砂の爆発や

子ども

A児「先生、もっと道具を出してほ
しい。川をつくるねん」

保育者（教員）のサポート

「何？どうしたん？」

始めは、トンネルとして活用してい
たが、途中から筒を立てて砂を詰
め、筒を一気に抜く遊びをはじめ
た。最初のうちは砂が出てくるだ
けで面白みがなかったが、砂と水
を交互に入れたり、配分を変えた
りしながら、筒抜きを繰り返した。
B児「先生来て来て、びっくりする
のができたよ」

砂と水の爆発をつくりだしたい

「こんなのいるかな？」と、筒（トン
ネル型）を1つ出す

道具の新しい使い方を考え、新し
い遊びを作り出した

内容
数人の子どもが砂場遊びの場面で水を流して川を作っている。

保育者の声かけで他の子どもた
ちも集まってくる。A児・B児らは
「せーの」の声かけで筒を外す。す
ると、一気に砂と水が流れ出す

○この事例の「振り返り」の時間に、どのように進めるとさらに教育
的効果は高まるでしょうか
〇子どもと感動を共有できた経験を出し合ってみましょう

環境設定
砂場 スコップ 水 水を汲む容器 筒（竹製でもプラスチック製でも可能）

考えてみましょう

子どもが興味関心を保持する素材
と活動を提供し、目標を成し遂げる
ための十分な時間の確保をした

★こんな場面がありましたか？その時あなたはどうしましたか？まず思い出しましょう

5歳児

「わぁー、本当にびっくりしたよ。爆
発みたいやわ」

健康な心と体 自立心 協同性
道徳性・規範

意識の芽生え

社会生活との

関わり

思考力の

芽生え

自然との関わ

り・生命尊重

数量・図形、文字等

への関心・感覚

言葉による

伝え合い

豊かな感性と

表現

○ ◎ ○ ○
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【研修資料４】
１ セミのぬけがらの数を数えようとするとき、卵パッ
ク以外にどのような方法があるでしょうか。

２ 大きな数を数えられるようになった子どもは、どの
ような遊びを考えそうですか。イメージを膨らませて
考えてみましょう。

３ 子どもたちが数を数える遊びには、どのようなもの
があるでしょうか。発達段階を踏まえて、意見を出し
合ってみましょう。

【Ｃ１】 数を数える（セミのぬけがら、いっぱい見付けたよ）

子ども

５歳児が、「何匹捕まえたんやろ」と、
セミの抜け殻の数を１つずつ指さし
て数え始めた

保育者（教員）のサポート

「もっといっぱいあるね、いくつあ
る？」１０以上の数を数えるのが難しい

大きな数を数えたい

遊びながら５０以上の数が自然と数
えられるようになった

内容
子どもが見付けて集めていたセミの抜け殻を数え始める。

環境設定
園庭 虫取り網、虫かご、卵パック、シール、フェルトペン

仕切られた物に入れながらだと数え
やすかった経験を思い出し、卵パッ
クにシールを貼って、１匹ずつ入れ
て数えてみる

○卵パック以外に、数を数えやすくするものは何がありますか
○大きな数を数えられるようになったこの子どもは、どんな遊びを考えそうですか
○数遊びは他にどんな例がありますか

考えてみましょう

「何か上手に数えるやり方はないか
な」と考えを引き出す

工夫すること・考えることを促す

★こんな場面がありましたか？その時あなたはどうしましたか？まず思い出しましょう

5歳児

健康な心と体 自立心 協同性
道徳性・規範

意識の芽生え

社会生活との

関わり

思考力の

芽生え

自然との関わ

り・生命尊重

数量・図形、文字等

への関心・感覚

言葉による

伝え合い

豊かな感性と

表現

○ ○ ○ ◎
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Ⅴ 明日の“楽しい保育”につながる保育記録の工夫

質の高い教育・保育の実現のためには、取組の評価と改善が大切です。教育・保育を記録し、そこ
から子ども理解や環境構成の在り方等を見直し、次の取組に生かします。
本章では、奈良教育大学附属幼稚園が研究開発した、「保育ほっとホットトーク」と「わくワーク

シート」を紹介します。
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１．“楽しさ”から始まる保育

子どもは“楽しい”から遊び、“楽しさ”の中で学びます。それは、保育者も同じです― 子どもの“楽

しさ”を見つめ、共感する。“楽しさ”の中の学びを見取り、さらなる“楽しさ”と学びを生み出す環境構

成や援助を行う― 子どもの“楽しさ”は保育者の“楽しさ”でもあります。「保育者が“楽しい”と感じる

保育」をすることから始めましょう。

２．「保育者自身が楽しいと
感じる保育」をするために

保育者が“楽しい”と感じたことから
記録する「保育わくワークシート」

と、そのシートをもとに語り合う

「ほっとホットトーク」で、意欲

を高め、保育の質の向上を目指し

ましょう。

明日の“楽しい保育”につながる保育記録の工夫

保育者が‟楽しい”と感じる保育

保育の
楽しさの
高まり

保育者が楽しいと感じた
場面を記録

「保育わくワークシート」をも
とにしたカンファレンス

－4６－

奈良教育大学附属幼稚園の研究
～「子どもたちの未来につながる“楽しい保育”の追及」から～



・保育者が「楽しい」と感じた保育場面を記録するシートです。

・「楽しい」と感じたことから書き始める

⇒楽しい気持ちで保育を振り返ることができる

・30分程度で書きたいところ、書けるところを書く⇒気軽に書ける

・援助や環境構成のきっかけとなった思いを書く

⇒保育者の思考が可視化される

とは・・・

とは・・・

・ を使ったカンファレンスです。

・記録者は一番楽しかった場面を語り、参加者は気付いたことや

質問を自由に発言する ⇒保育の喜び、奥深さを共有できる

・話し合いながらシートを完成させる
⇒子ども理解が深まり、参加者全員の保育力が向上する

・記録者の悩みの解決や、次の日の保育につながる
⇒保育者のモチベーションが上がる

・楽しい場面発信のため、互いを認め合うことができる
⇒同僚性が高まる

３.「保育わくワークシート」と「保育ほっとホットトーク」の効果

保育わくワークシート 歳児 月 日（ ）「 」記録者
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姿 ねらい 環境構成

【子どもの育ち】（幼児期の終わりまでに育ってほしい姿）
健康な心と体 自立心 協同性 道徳性・規範意識の芽

生え
社会生活との関わり

思考力の芽生え 自然との関わり・生命
尊重

数量・図形、文字等への関
心・感覚

言葉による伝え合い 豊かな感性と表現

（保育わくワークシート：奈良教育大学附属幼稚園2017）

保育わくワークシート 歳児 月 日（ ）「 」記録者

４.「保育わくワークシート」の書き方

①保育者が“楽しい”と 感じた場面を書く、写真を貼る

◉この欄には「保育者が“楽しい”と 感じた場面」
の子どもの姿を記入する。
◉箇条書きで思いつくままに書くとよい。

●この部分だけでも書きためていくことで保育者

のモチベーションアップにつながる。保育者が楽しいと
感じた場面を書く

楽しい場面の写真を
貼る
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姿 ねらい 環境構成

【子どもの育ち】（幼児期の終わりまでに育ってほしい姿）
健康な心と体 自立心 協同性 道徳性・規範意識の

芽生え
社会生活との関わり

思考力の芽生え 自然との関わり・生命
尊重

数量・図形、文字等への関
心・感覚

言葉による伝え合い 豊かな感性と表現

（保育わくワークシート：奈良教育大学附属幼稚園2017）

保育わくワークシート 歳児 月 日（ ）「 」記録者

○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○

②楽しい場面までの展開、保育者の考えや援助を記入

◉ 「保育者が“楽しい”と感じた場面」につながる
「子どもの遊んでいる様子」と「保育者の援助」
を思い起こしながら、上から順に書いていく。

◉援助の側に吹き出しをつけ、その援助の根拠と
なった「保育者の思い・考え・ねがい」を書く。

●保育を振り返ることで、自分の援助に根拠の

あることや、その援助が子どもの姿にどのように

影響を及ぼしたのかについて気付くことができ

る。

●「保育者の思考の見える化」により、保育ほっ

とホットトークの重要な観点の１つである援助と

遊びの展開について深い学び合いができる。

子どもの遊んでいる様子

保育者の援助

保育者の思い・
考え・ねがい

○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○
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姿
○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○

ねらい
○○○○○○○○○○・・・・・・・・・・①
○○○○○○○○○○○・・・・・・・・②
○○○○○○○○○○・・・・・・・・・・③

環境構成
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○

【子どもの育ち】（幼児期の終わりまでに育ってほしい姿）
健康な心と体 自立心 協同性 道徳性・規範意識の

芽生え
社会生活との関わり

思考力の芽生え 自然との関わり・生命
尊重

数量・図形、文字等への関
心・感覚

言葉による伝え合い 豊かな感性と表現

（保育わくワークシート：奈良教育大学附属幼稚園2017）

保育わくワークシート 歳児 月 日（ ）「 」記録者

○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

③子どもの姿、ねらい、環境構成、子どもの育ちなど記入

◉ 「保育者が“楽しい“と感じた場面」に関連すること
に絞って、「姿」「ねらい」「環境構成」を記入する。

◉ 「ねらい」の上から順に番号を付けて、援助の根拠
となったねらいの番号をそれぞれの援助の横に書く。

◉最後に「子どもの育ち」を記入する。

●シートに書き込んでいくことで、子どもの姿とねらい

の整合性、ねらいと環境構成や援助の適合性など

自分の保育を振り返ることができる。

●「子どもの育ち」の欄の項目は、自由に設定する。

「幼児教育において育みたい資質・能力」や「幼児

期の終わりまでに育ってほしい姿」、「主体的・対話

的で深い学び」、「教育目標」などを設けることで、

多面的に子どもの育ちをとらえることができる。

…①

…①・②

…③
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姿
○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○

ねらい
○○○○○○○○○○・・・・・・・・・・①
○○○○○○○○○○○・・・・・・・・②
○○○○○○○○○○・・・・・・・・・・③

環境構成
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○

【子どもの育ち】（幼児期の終わりまでに育ってほしい姿）
健康な心と体 自立心 協同性 道徳性・規範意識の

芽生え
社会生活との関わり

思考力の芽生え 自然との関わり・生命
尊重

数量・図形、文字等への関
心・感覚

言葉による伝え合い 豊かな感性と表現

（保育わくワークシート：奈良教育大学附属幼稚園2017）

保育わくワークシート 歳児 月 日（ ）「 」記録者

○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○

…①

…①・②

…③

④保育ほっとホットトークで出たこと、気付いたことを記入

◉「保育わくワークシート」をもとに「保育ほっとホットトー
ク」を行った場合は、語り合ったことで新たに気付いた
こと、理解を深めたこと、次の保育の構想につながる
ようなことなどを関連する場面の近くにメモをする。
◉ 「子どもの姿」「ねらい」「環境構成」「子どもの育ち」
の項目については、みんなで話し合いながら、加筆し
ていく。
◉保育ほっとホットトーク中または後に記入する部分は
赤字または青字で色を変えて記入する。
◉余白に記録者（担任または実践者）の感想をまと
めて書いておくことで自身の学びの軌跡が残っていく。

●対話の中で、子どもや保育の在り方について新しい

気付きを得ることができる。また、保育の楽しさ、喜

び、奥深さなどをみんなで共有することで、保育意

欲の向上につながる。

●話し合ったことを集積することで、「年齢の特性」

「保育者が“楽しい”と感じる保育をするための環境

構成や援助のポイント」を明らかにすることができる。

A.○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○

C.○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○

B.○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○
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タンブリンははじめから出していた
の？

ジャンプタッチ遊び用に３個出して
いたよ。

タンブリンの音や楽しそうな雰囲気
につられて子どもたちが集まってき
たから、椅子を増やしたよ。

はじめは手を叩いていた子どもも、
タンブリンを叩きたいといったので、
慌てて数を増やしたよ。

３歳児のはじめは遊具の数は多め
にと指導計画に書いているけど、ま
さにその必要性がわかる場面だね。

少ない数の物を共有することも大
切だけど、この場合はたくさんあっ

たからこそ楽しく遊べたんだね。

５. ｢保育わくワークシート｣と
｢保育ほっとホットトーク」
の実践例
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３歳児にとったら打楽器は自分
の思い通りに音が出せることが
楽しいと感じるポイントじゃな
いかな。

椅子に座っている順番にシーソーに
乗ったのかな？

シーソーにまだ乗っていない子どもが、
数え終わったら自分から乗りにいった
よ。シーソーに乗っている子どもが
待っている友達に替わるために始まっ
た遊びだから、順番にしようとは思っ
てなかったよ。

私なら順番に替わるように教えたかも
しれないわ。

まだ乗ってない子どもがいたら「○○
ちゃんはまだだね」とお互いが思い合
えれば幸せだね。

＜保育ほっとホットトークを終えて
記録者が学んだこと＞

●３歳児らしい姿や保育が、他学年の保育者

にとって新鮮に感じられたことが話のきっかけと

なり、「物との出会い」「遊具や用具の数」など３

歳児のこの時期のねらいや環境構成のポイント

につながるトークとなった。

●「ほっとホットトーク」の中で「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」を記入する時に「自分で音

をコントロールできる」という打楽器の特性が３歳

児にとっては楽しいと感じるポイントであり、やが

てリズムに合わせて叩くことにつながるということ

を学んだ。

●「順番をどんな場面で教えていくのか」につい

ては、３歳児ならではというよりも保育者の価値

観によるところが大きいかもしれない。自分の価

値観や援助の傾向などについて考えるきっかけ

となった。
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Ⅵ 小学校教育を見通した幼児期の学びの在り方と
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
～幼小接続推進力～

子どもは、園・所で友達や保育者と遊びを通して成長し、幼児期の教育を終えて小学校に就学して
いきます。小学校入学後に、子ども一人一人が十分に力が発揮できるよう、小学校以降の生活や学び
を見通して教育を行うことが必要です。
本章では、小学校教育を見通した幼児期の保育の展開についてまとめています。また、「幼稚園教

育要領」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」「保育所保育指針」に共通して示されている
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、5歳児になって突然に現れるもののではありません。
３歳児から5歳児までに見られる姿として示し、その姿に至るまでの発達過程をイメージできるように
しています。
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今求められる幼小接続の方向性とは

幼児教育と小学校教育を比較してみると、子

どもの生活や教育の在り方は異なっています。

しかし、子どもの育ちはもとより、「学ぶ」と

いう行為はつながっています。幼児教育と小学

校教育の教育内容や指導方法の相違点・共通点

を理解し合っていくことが求められています。

小学校学習指導要領において、「『幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿』を踏まえた指導

を工夫することにより、幼稚園教育要領等に基

づく幼児期の教育を通して育まれた資質・能力

を踏まえて教育活動を実施し、児童が主体的に

自己を発揮しながら学びに向かうことが可能と

なるようにすること。」と示されています。幼

児期に遊びを通して育まれてきたことを各教科

等での学習につなげていくことが求められてい

るのです。

そのためには、就学前教育の中で、子どもた

ちがどのように成長し、学びを深めているかを

理解し、小学校に発信していくことが重要です。

小学校教育を見通した幼児期の学びの在り方と接続期の実践事例
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小学校教育を見通した幼児期の学びの在り方と
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」～幼小接続推進力～

実践事例 大和高田市実践事例 大和高田市



「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

就学前の教育が、小学校以降の生活や学習

の基礎の形成につながることに配慮し、幼児

期にふさわしい生活を通して、創造的な思考

や主体的な生活態度などの基礎を培うように

することが重要です。

創造的な思考の基礎を培うため、子どもが

出合う様々な事柄に対して、したいという意

欲を大切にし、うまくいかなくても諦めず、

更に考え工夫していくことができるように援

助します。主体的な態度の基礎を培うため、

物事に積極的に取り組み、自分なりに生活を

つくっていくことができるように援助します。

これらの活動を通して、子どもに「自尊感

情」「規範意識」「学習意欲」が育っていく

ことが期待できます。

子どもが発達していく姿を、「幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿」で捉え、日々の

教育・保育を展開していくことが必要なこと

です。また、これらの姿は、5歳児に突然見

られるようになるものではないため、5歳児

だけではなく、それぞれの時期から、乳幼児

が発達していく方向を意識して、それぞれの

時期にふさわしい指導を積み重ねていくこと

に留意する必要があります。

実践事例 生駒市実践事例 生駒市
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土台となる０～２歳児の育ち

みんなと共
通の目的を
実現する

健康な心と体 自立心 協同性 道徳性・規範意識の芽生え 社会生活との関わり

充実感

環境に
関わる

自己を
発揮する

体を動かす
心地よさを
感じる

生活に必要な
習慣や態度を
身に付ける

繰り返し
挑戦する

見通しを
もつ自立的な行動

主体性

達成感

自分の力で
やろうとす
るやりたいこ

とを選んで
行動する

あきらめ
ずにやり
遂げる

難しいこ
とに挑戦
する

3歳児

4歳児

5歳児

小学校

１歳児
０歳児

幼児期の
終わり

自己主張
のぶつか
り合い

感情や意
思を表現
する

相手の気持
ちを考え自
分の行動を
振り返る

理解し合い
考えながら
行動する

気付き・知る

いざこざ

葛藤

調整

自覚

友達と思い
や考えを共
有する

友達の思いや
考えを知る

達成感や充実感

協力する楽しさ

自己発揮

身近な人と
触れ合う

情報との
出会い

相手の状況
に応じて
行動する

情報を
伝え合う

社会とのつながり

必要な情報
を取り入れる

地域への親しみ

２歳児

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の発達過程

安心感

満足感
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幼稚園生活の中で、充実感を

もって自分のやりたいことに向

かって心と体を十分に働かせ、見

通しをもって行動し、自ら健康で

安全な生活をつくり出すようにな

る。

身近な環境に主体的に関わり

様々な活動を楽しむ中で、しな

ければならないことを自覚し、

自分の力で行うために考えたり、

工夫したりしながら、諦めずに

やり遂げることで達成感を味わ

い、自信をもって行動するよう

になる。

友達と関わる中で、互いの思

いやりや考えなど共有し、共通

の目的の実現に向けて、考えた

り、工夫したり、協力したりし、

充実感をもってやり遂げるよう

になる。

友達と様々な体験を重ねる中で、

してよいことや悪いことが分かり、

自分の行動を振り返ったり、友達の

気持ちに共感したりし、相手の立場

に立って行動するようになる。また、

きまりを守る必要性が分かり、自分

の気持ちを調整し、友達と折り合い

を付けながら、きまりをつくったり、

守ったりするようになる。

家族を大切にしようとする気持ちを
もつとともに、地域の身近な人と触れ
合う中で、人との様々な関わり方に気
付き、相手の気持ちを考えて関わり、
自分が役に立つ喜びを感じ、地域に親
しみをもつようになる。また、幼稚園
内外の様々な環境に関わる中で、遊び
や生活に必要な情報を取り入れ、情報
に基づき判断したり、情報を伝え合っ
たり、活用したりするなど、情報を役
立てながら活動するようになるととも
に、公共の施設を大切に利用するなど
して、社会とのつながりを意識するよ
うになる。



土台となる０～２歳児の育ち

好奇心・探究心

身近な事象への
関心の高まり新しい

考えを
生み出す

ものの性
質や仕組
みに気付
く

自分と異
なる考え
があるこ
とに気付

く

身近な環境への
関わり

感動する体験

達成感

自然の美
しさや不思
議さに
触れる

自然の変
化を感じ
取る

生き物に適
した関わり
方ができ
る

思考力の芽生え 自然との関わり・生命尊重 数量や図形、標識や文字など
への関心・感覚

言葉による伝え合い 豊かな感性と表現

動物へ
の親しみ
や愛着を
もつ

自然を
遊びに取
り入れる

命あるもの
を大切に扱
おうとする

動作や言
葉で伝えよ
うとする

相手の話に
興味をもっ
て聞く

言葉による
伝え合いを
楽しむ

分かる楽しさ

心を通わせる

やりとりの
楽しさ

数量や図形、
標識や文字
との関わり
を深める

数や形、
文字等に親
しみをもっ
て関わる

数や形、
文字等に
触れる出会う

興味・関心をもつ

興味・関心
を深める

感覚を磨く

感じる

心動かす
出来事に
出会う

自分なり
の表現を
する

様々な素
材に触れ
る

表現
し合う

創造性

友達と考
えを出し
合って表
現する

適した表現
方法を選ぶ

多様な関わり

考える
予想する
工夫する

数量や文
字などの
役割に気
付く

身近な事象
に積極的に

関わる

言葉のや
りとりを
楽しむ

「自尊感情」「規範意識」「学習意欲」と同様に「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」も、5歳児に突然見られるように

なるものではなく、子どもが発達していく方向を意識してそれぞれの時期にふさわしい指導を積み重ねることが必要です。
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身近な事象に積極的に関わる中で、物

の性質や仕組みなどを感じ取ったり、気

付いたりし、考えたり、予想したり、工

夫したりするなど、多様な関わりを楽し

むようになる。また、友達の様々な考え

に触れる中で、自分と異なる考えがある

ことに気付き、自ら判断したり、考え直

したりするなど、新しい考え方を生み出

す喜びを味わいながら、自分の考え方を

よりよいものにするようになる。

自然に触れて感動する体験を通して、

自然の変化などを感じ取り、好奇心や探

究心をもって考え言葉などで表現しなが

ら、身近な事象への関心が高まるととも

に、自然への愛情や畏敬の念をもつよう

になる。また、身近な動植物に心を動か

される中で、生命の不思議さや尊さに気

付き、身近な動植物への接し方を考え、

命あるものとしていたわり、大切にする

気持ちをもって関わるようになる。

遊びや生活の中で、数量や図形、標

識や文字などに親しむ体験を重ねたり、

標識や文字の役割に気付いたりし、自

らの必要感に基づきこれらを活用し、

興味や関心、感覚をもつようになる。

先生や友達と心を通わせる中で、

絵本や物語などに親しみながら、

豊かな言葉や表現を身に付け、経

験したことや考えたことなどを言

葉で伝えたり、相手の話を注意し

て聞いたりし、言葉による伝え合

いを楽しむようになる。

心を動かす出来事などに触

れ感性を働かせる中で、様々

な素材の特徴や表現の仕方な

どに気付き、感じたことや考

えたことを自分で表現したり、

友達同士で表現する過程を楽

しんだりし、表現する喜びを

味わい、意欲をもつようにな

る。
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